
【中期優秀作品 サブテーマ③ 天草諸島と雲仙岳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

  応募者 ：池田 隆幸さん（熊本県宇城市在住） 

タイトル：藍より蒼い有明の海  

       撮影場所：上天草市松島高舞登山  撮影時期：2014 年 12 月 12 日  

コメント：まさに藍より青い海有明海を、普賢岳を背景に天草松島より描写、舟の通過を我慢強く待った。 

雲仙岳はモンキーの顔に似ている。（眉山は杯に似ている。）天草諸島はワニがにらみあってる様に見える。 

別紙３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募者 ：野田 純一さん（熊本県宇土市在住） 

タイトル：そびえる雲仙岳 

       撮影場所：上天草市松島町合津桶合  撮影時期：2015 年 7 月 24 日 

コメント：いつもは通る道、場所は大体決まっていますので当然雲仙岳の顔も同じですがたまたまこの日はこの場所に行って、写真

を撮っているといきなり眼前に雲仙岳が見えてきました。しかも湯島の情景と雲仙岳の荒々しさをそこに見るのが初めて

でした。歴史の重みを感じながらも、直ぐ先には対岸の生活状況が浮かんできました。 

 雲仙岳の形状は、緑の“島の峰”の部分が人の顔のように見えます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募者 ：榊 光義さん（熊本県熊本市在住） 

タイトル：藍色の松島  

       撮影場所：天草五橋 5号橋  撮影時期：2015 年 10 月 14 日  

コメント：藍の天草そのもの。奥には、雲仙岳が鎮座している。涅槃像にも見えます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募者 ：野田 純一さん（熊本県熊本市在住） 

タイトル：賑わいの雲仙岳 

       撮影場所：天草市五和町二江  撮影時期：2015 年 10 月 11 日 

コメント：この日は年に一度の祭りの日。町を挙げての祭事に丁度雲仙普賢岳が真後ろに見える場所でしたので、まるで雲仙普賢岳

と同化しているような錯覚を起こす場面で、二江も雲仙も日常の暮らしの中にある事が良くわかりました。何処から見る

普賢岳もその周囲も変わらぬ姿であり、“普遍岳かな”と感じました。雲仙岳の形状は、阿蘇山のように見えます。 

 


